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　沖縄市男女共同センターでは、だれもがその人らしく生き生きと活躍できる男女共同参画社会

をめざす為に、育児や介護、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、男性向け家事講座、

リプロダクティブ・ヘルス / ライツ * に関する講座を開催しています。平成２９年度は、上記以外

に、「夏休み特別企画 パパとチャレンジ 手作り簡単ピザ講座（7/29 開催）、片付け講座（8/5 開催）」

や、「女子のためのカラダ不調解決エクササイズ講座（10/13、20）」、「お掃除のプロから学ぶ！

家族で簡単おそうじ作戦！（12/9）」を開催しました！

*リプロダクティブ・ヘルス/ライツとは「家族計画、母子保健、思春期保健を含む生涯を通じた生殖に関する健康と権利」という意味です。

沖縄市男女共同参画センター主催講座

LGBTって何だろう？
～性と生を生きる～

5/19
（金）

【感想】知識として知っていたつもり
でしたが、勘違いしていた所もあっ
たので本当に勉強になったし、もっ
と知りたいと思いました。

子育て応援講座
～パパとママのためのお金が貯まる家計術～

6/9・16
（金）

【感想】難しいと思って学んでこなかっ
たこと後悔しています。勉強になりま
した。帰って家族と話し合いたいと
思います。

夫婦円満の心理学

【感想】理想論ではなく、実行しや
すい現実的な方法を教えてもらった。
結婚のすばらしさも大切さも話して
もらえてよかった。

市民向け講座報告
2017年度

7/14・21
（金）

パパとチャレンジ

親子護身術講座
7/29

（土）

【感想】素晴らしい講座だと思うので
帰って中学生にも教えたい。学校の
先生にも受けてほしい。

アンガーマネージント
講座

9/8・16・22
（金）

【感想】自分を知ること、相手を観察
して知ることで人との付き合い方の幅
が広がっていくように感じた。

男の料理講座　2018

【感想】今まで、皿洗いでしか台所に
立たなかったのですが、今日の経験
を活かして調理、料理もやってみよう
と思いました。

2/17・24
（土）



男女格差 日本114 位  過去最低を更新

き　ら　め　き ２０１８年３月（2）第６９号

　世界経済フォーラムは毎年、世界各国の「健康」「教育」「政治」「経済」におけるジェンダー・ギャップ（男女格差）

の縮小に向けた取組をもとに、「ジェンダー･ギャップ指数」による国の順位を発表しています。2017年、日本は

調査対象144ヵ国のうち114 位と前年より3 つ順位を落とし過去最低となりました。

　　日本の各分野の順位（144ヵ国中）

分野ごとの日本の特徴

　　「健康」　　出生時の男女比率、健康寿命の男女格差はほとんどなく1位となっている

　　「教育」　　識字率が1位にかかわらず大学・大学院への進学率が101位と低く男女格差がある

　　「経済」　　男女の収入格差が大きく、幹部・管理職、専門職、技術職での女性が少ないのが影響している

　　「政治」　　女性の閣僚や女性議員が少ない（2016年の103位から20も順位を下げている）

　　　※世界各国は、候補者や議員の一定の割合を女性に割り当てるクオーター制の導入などで女性議員が

　　　　増加しているが、日本の政策決定の場への女性の参加が少ない。

G７先進 7ヵ国における順位　

フランス11位　　ドイツ12 位　　イギリス15 位　　カナダ16 位　　アメリカ 49 位　　イタリア 82 位

　「男の子だから泣くんじゃない」「女の子だから大人しくしなさい」と言われたり、逆に言ったりしたことはありま

せんか？ほかにも「男の子だから我慢しなさい。」「女の子だからきちんと片付けなさい。」など…。

　このように「男だから・・・」「女だから・・・」「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」といった、社会的・

文化的につくられた「女性像、男性像」のような男女別に期待される役割やイメージのことをジェンダーといいます。

ジェンダーは、それぞれが所属する社会や文化から規定・体現され、服装や髪形などのファッション、言葉遣い、

職業選択、責任の分担、更に考え方、意識、コミュニケーションの仕方にまで反映されます。そして「男は外で仕事し、

女は家庭を守る」「男性は主要な仕事、女は補助的な仕事」など、男女の性別による

役割分業として家庭や職場などに現れます。

　「女性はピンク、男性はブルー」「男は仕事、女は家事・育児・介護」は性別とは

関連性がないですよね。ピンクが好きな男性、ブルーが好きな女性、家事や育児が得

意な男性、自分の能力を生かし働く女性は多くいます。また、整理整頓力や忍耐力

は性別問わず社会的には必要な能力ですよね。

　平成 29 年 9 月に実施した市内中学生を対象にした意識調査では、周りの大人から

「男（または女）だから○○しなさい」と言われたことがある割合は、女子で 50%、

男子で 26.3% となっており女子の 2 人に 1 人、男子の 4 人に 1 人ということが分かり

ました。また同調査では「女に生まれてくやしい」思いをしたことがあると答えた割

合は男子と比べ 4 倍も高いことが分かりました。具体的には「女の子だけ家の手伝い

を強制される」「女の子だからと進路に反対される」との回答があります。

　「男（女）だから・・・」という考え方にこどもや、自分または他人を当てはめよ

うとしすぎると、個人としての「らしさ」が抑えられてしまい「個人」がもっている「個

性や長所、可能性を含めた能力を生かし輝かせることができなくなります。

　今日から、ジェンダーにもとづく偏見から解放され、「個人」の個性・能力を十分

に生かすことのできる社会を一緒につくっていきませんか？

健康

1 位

政治

123 位

合計

114 位

上位 3 か国

1 位　アイスランド

2 位　ノルウェー　

3 位　フィンランド

経済

114 位

教育

74 位

男女共同参画プチ講座

何だ！そういうことかっ！「ジェンダー」の意味を解説します！

男の子なんだから
泣いちゃダメ！

女の子なんだから
きちんと片付け

なさい！
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女性の翼2017　視察報告
　ニュージーランドの公的機関や女性団体等を訪問し、女性の社会

参加や教育・福祉・人権等の視察研修を通し、感じたこと学んだこ

とを報告します。

「おもてなしの心は世界共通」ニュージーランドでの視察を終え

女性の翼 34 期生　伊禮典子

　ニュージーランドは、南半球にあり国立自然公園が多く点在し自然豊かな魅力ある国です。ニュージー

ランドの肉の8割、乳製品の9割を輸出する最大の酪農生産国です。今回の視察は、オーガニック乳製品メー

カー Morphona　Farms をはじめ、お茶の生産・加工販売 Zealong Tea 社でのオーガニックの緑茶・ウー

ロン茶・紅茶の製法工程を学びました。

　また、女性地位向上のため情報やサービス・教育支援に取り組んでいる、女性共同体の Auckland 

Women`s Centre や主に看護師を支援する National Council of New Zealand Auckland、こども主体

の保育の原点が詰まった多国籍のこども達を受け入れる施設など、女性の社会進出・観光・酪農・教育・

福祉と様々な分野からニュージーランドの現状を学びました。視察を通して日本に比べ、女性の自立や進

出・男女参画が進んでいるイメージを受けましたが、離婚率や家庭内暴力・育児休暇の保証が短いなど日

本の方が女性にとって環境が整っているのではないかとの印象を受けました。

　近年、「おもてなしの心」を耳にしますが、今回の視察を通し「おもてなしの心は世界共通」だと感じました。

壮大な山々の大自然のおもてなしをはじめ、酪農家のご家族、そして企業などからも心温まるおもてなし

を受けました。今回の研修に参加し沢山のご縁が繋がったとこに感謝いたします。そして、沖縄からも風

呂敷や懐紙・お箸の文化とともに「おもてなしの心」を伝えられたのではないかと思います。

　「女性の地位向上と社会参加の促進を図り、国際的視野に立った女性リーダーの育成と資質向上を図る」

ことを目的に県内の女性を海外へ派遣し、訪問国における女性の社会活動、教育、労働、福祉等、制度の

調査等を通して国際的視野を広める活動を行っています。1984（昭和59）年からはじまり、これまで約

20 か国以上へ派遣を行っています。

　沖縄市では、男女共同参画社会の形成を推進することを目的に、沖縄県女性海外セミナー「女性の翼」

や国立女性教育会館主催の研修及び日本女性会議等へ参加される、市民の方または市内で活動する団体

に対して補助金を交付しています。詳しくは沖縄市男女共同参画センターへお問い合わせください。

伊禮典子さん：右から 2 番目

2017年10月24日桑江市長に参加報告をおこなった

沖縄県女性の翼の会主催　沖縄県女性海外セミナー「女性の翼」

補助金のお知らせ

日本女性会議とは
国立女性教育会館
独立行政法人

National Women's Education Center

NWEC（ヌエック）

住所：埼玉県比企郡嵐山町菅谷728 番地

たたえようこれまでの道　彩ろう未知なる明日

　全国から約 2,000人の参加者が集い、男女平等参画社会の実現に向けた

課題の解決策を探るとともに、参加者相互の交流の促進や情報ネットワーク

化を図ることを目的とした国内最大級の会議です。

　２０１８年は金沢市で行われます。参加申し込みは、６月中旬～８月末まで

を予定しています。詳しくは「日本女性会議ホームページ」をご覧ください。

　国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）は、日本唯一の女性教育に関するナショナル

センターとして昭和５２年（1977 年）に設立されました。男女共同参画社会の

実現のための推進機関として研修や交流会の提供、調査研修、情報収集を

行っています。
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　沖縄市女性団体連絡協議会は、平成3年に結成され現在市内13団体が加盟（1団体休会）し述べ1万4千人の会員がいます。

平等・発展・平和の理念の下、会員の資質向上と地位向上、男女共同参画社会の実現及び沖縄市の活性化を図ることを目的

に活動しています。

　沖縄県助産師会は、助産師の専門職団体です。県内の就業助産師は、400 名余で殆どが産婦人科病医院

で勤務しており、妊娠期から分娩・産褥・新生児ケアや母子保健指導を行っています。

　平成 25 年 2 月には、沖縄市中央に母子未来センターを開設し、助産師の活動拠点“助産師の家”として

地域に根差した母子保健活動を展開し、沖縄市の母子保健事業の委託も受けています。いつでも気軽に

おこし下さい。

外来
では

○妊婦健診

　予約制でゆったり受けられます。

○母乳育児相談

　乳房ケア（乳房マッサージ）　

○不妊相談・思春期相談・更年期相談

○妊産婦　・　新生児訪問指導

○沖縄県女性健康支援センター（妊娠SOS）

　　☎（098）989-1181

助産所
では

自然なお産・母乳育児を基本に自
分らしい妊娠生活・お産・子育てが
できるよう助産師がお手伝いします。

出産・入院

○分娩室は畳のお部屋で、アットホームな雰囲気で

　お産ができます。

○フリースタイル出産、ご家族の立ち会いもできます。

○母児同室で母乳育児をサポートします。

ご予約・お問い合わせはお気軽にどうぞ

母子未来センター 〒904-0004 沖縄県沖縄市中央4丁目１５－１2 TEL.０９８-９３８-１１０３

9：00～18：00（月～土）　日・祝休み　要予約

沖縄市女性団体連絡協議会に加盟している、沖縄市赤十字奉仕団の紹介をします！沖縄市女性団体連絡協議会に加盟している、一般社団法人沖縄県助産師会の紹介をします！

一般社団法人沖縄県助産師会

ホームページは

こちらから

～ママと赤ちゃんが主役の助産所～ 母子未来センター


